
テーマ 「鯖江ブランド創造プロジェクト」 

鯖江市での事前調査（６月２８日～２９日） 

鯖江市におけるプログラム開始、市長・商工会議所会頭との座談会（６月２８日） 

初めての鯖江訪問は１泊２日での事前調査です。鯖江駅到着後、中心商 

店街を散策しながら市民ホールつつじへ向かい、「市長・商工会議所会頭と 

の座談会」に臨みます。牧野市長から鯖江市の概況、財政状況、産業、鯖 

江自慢、現在のまちづくりプロジェクト、学生との連携など市況について 

ご講演いただき、野村会頭からは、鯖江の産業振興などについてのお話を 

伺い、学生との質疑応答をしていただきました。 

 

市担当者との意見交換会（６月２８日） 

 2014年度のプログラムでは、鯖江市役所の各部から学生に対して複数のテーマ（課題）が提示されています。

それぞれの課題の現状について理解するため、各担当課の職員との意見交換会を行いました。 
 

№ テーマ 

１ まちづくり（行政）への女性参加の推進について 

２ ＩＴのまちづくりについて 

３ 地域で見守る子育て支援の効果的な情報発信について 

４ 「道の駅西山公園」を活かしたまちなか（隣接商店街）の活性化 

５ 河和田地区特産品（桑の葉茶・山うち）のプロデュース 

６ 総合公園（大谷・中山公園）の利用促進 

７ 伝統芸能を活かしたまちづくり 

 

市内視察（６月２９日） 

 現地事前調査の２日目は、鯖江市の持つ資源について目で見て、歩いて、食して体感し、理解するための市

内視察です。鯖江市マイクロバスにて、まずは、まなべの館敷地内にある矢代操先生胸像の前で感謝の意を表

し、プログラムの充実を誓いました。その後は中心市街地、うるしの里会館、今春新たに開業した道の駅（西

山公園）など鯖江市全域を視察しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 



鯖江市での現地調査（８月２５日～２８日） 

熟議 ～鯖江市の魅力・課題を確認しよう～（８月２５日） 

事前調査から２ヵ月、３泊４日での鯖江再訪です。この２ヵ月間、学生たちは東京にて事前調査を踏まえ、

政策提言の考案に努めてきました。各グループが選択したテーマ（課題）は以下のとおりです。また、現地調

査での取材先の候補の絞り込みや調整も学生自ら行いました。 
 

グループ テーマ 

Ａ班 ∞（めがめが） 「道の駅西山公園」を活かしたまちなか（隣接商店街）の活性化 

Ｂ班 鯖ｅｖｅｒ 伝統芸能を活かしたまちづくり 

Ｃ班 さばＡＢＬＥ ＩＴのまちづくりについて 

 

 到着後、開催時刻はまだ就業時間帯でしたが多くの方々にお集まりいただき、熟議を開始。６月に行った事

前調査や東京での学習を踏まえ学生たちが考える鯖江市の課題や資源について、鯖江市に暮らす参加者と２時

間３０分に渡り意見を交わしました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地でのフィールドワーク及びグループワーク（８月２６日・２７日） 

学生はグループ毎のテーマに応じ、自ら取材先を選定、日程調整の上、ヒアリングや調査等を精力的に行い

ました。宿舎に戻ってからは、会議室を貸切り、連日深夜までグループワークに取り組みました。   

   

 

 

 

 

 

 

 

中間報告会（８月２８日） 

現地調査でお世話になった多くの方も会場にお越しくださり、約５０名の方のご出席のもと各グループ１０

分の発表を行い、牧野市長、野村会頭より講評をいただきました。終了後には、牧野市長から学生全員が「さ

ばえ親善大使」に任命されました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

牧野百男鯖江市長、学生の受入を担当してくださった鯖江市秘書企画課、商工政策課、文化

課、情報広報課をはじめとする職員のみなさん、熟議に参加くださったみなさん、取材に快

く応じてくださったみなさん、心の籠った、熱いご支援ご協力いただき、誠にありがとうご

ざいました！ 






